
病院図 書室 １５（４）：１６０－１６１，１９９５

図 書 館 員 の 四 季

ｒ＞－－－－ －－ｉ＝＞－ －－－－－ －－－

習 う よ り 慣 れ ろ

Ｉ― ＞Ｉ－ Ｉ ＝＞ － ３^ ＞Ｃ Ｄ Ｃ Ｏ Ｉ＝ ＞Ｉ^ １１３ １一二 ｒ ５ ｙ－・ ・’・ Ｔｌ ｉ’５ Σつ ｍ Σ ⊃ Σ⊃ ｉ ‾＞ｉ ＝ ＞ ’ ＾ ‾Ｏ ３^ ３ｒ：＞こ ‾Ｏ Ｅ 二ｃ：＞こ １ ‾・ １ － Ｉ二） ＝＞ ‾３ ｎ Ｄ Σ⊃ こ Ｃ Ｄ ｊ＝ ＞ｉ＾ ｒ：：ｒｚ＞Ｉ ‾＞ ‾＞ ’３ｒ：^ ｉＴＤ

名古屋記念病院 佐藤 典子

私かこの小さな住人となって、はや８か月

が過ぎようとしている。

初めてこの場に足を踏み入れた時、公共の

図書室を想像していた私は、あまりの小ささ

に驚いたものだった。しかし、いざ仕事を始

めてみると毎日届くおびただしい数の雑誌に

てんてこ舞い。この小さな場所に、どこにど

うするとこんなたくさんの本か入るのか？ど

うように整理したらいいのか？つくづく大き

な図書館の職員の方々の苦労を感じてしまっ

た。

こうして出入りする雑誌や書籍の後を追っ

ているうちに月日は過ぎていった。ようやく

自分のテンポで仕事が回せるようになった今、

まだまだ本の先頭切って歩くことはできない

けれど、後れず、たまには肩を並べて歩くこ

とはできるかなと思う。

習うより慣れろ、を実感。仕事を通じて、

図書館の在り方を考えるようになった。図書

室が在る。在るだけ、見るだけ、借りるだけ。

それでも成り立ってゆく。受け身ではいけな

いのではないか？生かすも殺すも、いかに図

書室が在るかにかかってくる気がする。

図書室に行けば何かが分かる、行けばなん

とかなる、といった場になれば・・・。その

為にこれからやるべき事はまだまだたくさん。

先を見つつ、助走している。

担当者としての １年

耳原総合病院 成田 元樹

図書業務に携わるようになってから１年以

上がすぎました。この１年間で業務内容はず

いぶん変わってきたと感じています。

大きな要因は多分にもれず、相互貸借業務

の増大であることは間違いありません。この

４月からの医中誌・ＭＥＤＬＩＮＥ文献検索新シス

テムの導入はこのことに拍車をかけています。

この４月以降他施設に依頼した文献は、昨年

同時期の約３倍に上ります。改めて近病図の

ネットワークにありがたみを感じています。

着任以来、専門知識の豊富な医師より指導

を受け、コンピュータ利用の改善をすすめて

まいりました。雑誌・単行書の受け入れ作業

・相互貸借業務などの実務作業は徹底的に合

理化を進めるようにしてきました。

ＦＡＸモデムや対応ソフトの導入により文献

依頼はコンピュータから直接依頼先のＦＡＸに

送り込んでいます。このことは今の自分をお

おいに助けています。システム改善がなけれ

ば、今頃、風呂敷に書誌事項のメモと中込用

紙と目録を包んで自宅に持ち帰っている自分

の姿が目に浮かびます。今後もシステムの改

善はできるだけ情報を集めながら進めていき

たいと考えています。

一方、この１年間で図書館員としての専門

性の向上はというと？？？という状況です。

これは自らの怠慢が大きな要因であるという

ことは間違いありません。利用者の要求に応

えたサービスを提供するためには、専門性の

向上は欠くことはできないと思います。今後

は、そのことに努めていきたいと考えていま

す。その面でも近病図の存在は大きな励みに

なっています。

さて、今回原稿依頼をうけ、病院図書室の

バックナンバーを読み返してみました。自ら

の文才のなさを嘆く今日この頃です。
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